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　創立75周年記念事業寄付金部門は４
つの柱から成り立っています。具体的に
は、豊橋市へ「牛川の渡し」の看板と
AEDの寄贈、ロータリー財団への寄付、
米山財団への寄付、昌学会基金の設立

となっています。昌学会とは、17-18年度の歴代会長会で各
会長からの青少年の健全な育成のための寄付から始ま
り、鈴木良昌会長年度の特別会計に約120万円が組み入れ
られたことから、石川和昌ＰＧより指名された鈴木良昌会
長の「昌」を取って「昌学会」とさせていただきました。

　ロータリーでは周年記念をお祝いす
ることはもちろんですが、ロータリー
発祥の地であるアメリカでは特に25
年や50年、75年等のクォーター年度
を盛大にお祝いをするそうです。

　今回の創立75周年の基本的な考え
として、奉仕の理念の実践がありま
す。奉仕の理念は思いやりの心です。
地域の方々に思いやりの心を実践して
見せることがロータリー活動の根幹で

す。それを行うことで、ロータリーの認知度の向上を図
ります。また、クラブの会員が地域の子ども達と共にポ
リオの根絶に協力し、地域の方々へ訴えることで会員増
強に繋がることを期待しています。
　75周年のメインテーマは「集いて図る心はひとつ」
です。「集い」は「皆で参加しよう」と解釈していただ
きたいと思います。サブテーマは「広がれ回れロータ
リーの輪」です。豊橋ＲＣという歯車の周りには、職業
奉仕や地域社会奉仕、国際奉仕等があります。豊橋ＲＣ
という歯車が速く回れば、外側の歯車も速く回ります。
様々な小さな歯車が回っていくことがロータリーの根幹
ですので、75周年を機に豊橋ＲＣという歯車を、大き
く、速く、しっかりとしたものにしていくことが私たち
特別委員会が考えた理念になります。

創立75周年記念特別委員会 委員長挨拶
村井 總一郎 委員長

第６回（通算3595回）2024年８月８日

創立記念例会 創立75周年記念事業に向けて
「集いて図る心はひとつ」

　創立75周年記念実行委員会は少人
数ですが、その他にも大勢の方に関
わっていただいています。
　会計については、12月の総会で皆
さまにご審議いただき、１千500万円

の特別事業費を取り崩させていただきました。これ以上
のものは求めないので、予算内で行っていく予定です。
　この事業は、ＲＩ会長の方針や紅林会長の方針が決ま
る約一年前から、ロータリーの持続可能な奉仕活動の推
進と理解を深めようということをテーマに、会員がこ
ぞって参加できる企画を考えてきました。そこで、ポリ
オ根絶活動を通じて認識向上を図り、ロータリーの公共
イメージの向上に重点を絞った事業や、地域を巻き込む
ことによって、ロータリーのインパクトある持続可能な
奉仕活動を地域の方々により多く知ってもらう事業を行
います。来年の８月10日の創立記念日に向けて一年間
計画して参りますので、皆さま方の応援をよろしくお願
いいたします。

創立75周年記念実行委員会 委員長挨拶
佐々木 利政 委員長

記念事業②推進リーダー挨拶 大塩 啓太郎 推進リーダー

　75周年記念事業での我々の狙い
は、創立75周年記念のＰＲ、ポリオ
根絶運動、将来を担う子ども達への
メッセージの発信、そして何より会員
の結束を強めることです。

　創立75周年記念として４つの事業を計画していま
す。まず一つ目に、豊橋ＲＣ創立75周年のＰＲ活動を
行います。具体的に、ほっトラムのラッピングや、豊橋
駅の柱モニターへの掲出、豊栄ビルへの懸垂幕設置、豊
橋市役所ロビーのモニターへの掲出です。二つ目に、ポ
リオ根絶運動としてペットボトルキャップの回収を行い
ます。まずは、豊橋ＲＡＣや豊橋ＩＡＣ、市内の全小学
校に協力をお願いしています。三つ目に、ポリオ根絶を
デザインしたオリジナル切手の販売を行います。価格に
寄付金を上乗せした金額を集め、ロータリー財団に送ら
れる仕組みになっています。四つ目に、市内の各小学校
へ講師を派遣して「夢ギフト講演」を行います。各界で
活躍されている18名の講師に、実技と講演を行ってい
ただきます。講演では、壁を乗り越える心を持つことの
大切さや、夢のかなえ方等についてお話ししていただき
ます。９月から２月まで開催しますので、皆さまには最
低一回は講演をお聴きいただきたいと思います。

記念事業①推進リーダー挨拶 佐藤 裕彦 推進リーダー

主旨説明 山本 貴浩 プログラム委員長

プログラム委員会担当

　いよいよ創立75周年記念事業、記念式典が実施され
ます。今まで具体的な内容について明かされていません
でしたが、本日皆さま方に発表していただきます。
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　ロータリーでは周年記念をお祝いす
ることはもちろんですが、ロータリー
発祥の地であるアメリカでは特に25
年や50年、75年等のクォーター年度
を盛大にお祝いをするそうです。

■村井創立75周年記念特別委員長、佐々木75周年記念実
行委員長、佐藤リーダー、大塩リーダー今日の話をしっ
かり聴いて受け止めます
　紅林 友昭 会長　青木 良浩 幹事
■創立75周年記念例会にスピーチをさせていただきます
　村井 總一郎 創立75周年記念特別委員会長
　佐々木 利政 実行委員長　佐藤 裕彦 推進リーダー
　大塩 啓太郎 推進リーダー
■本日の例会を担当させていただきます
　山本 貴浩 プログラム委員長
■創立75周年記念事業を全会員参加のもと、力を合わせ
て成功させましょう
　髙須 博久 Ｓ.Ａ.Ａ.
■本日出席報告いたしました
　長濱 貴彦 出席委員長
■友の読みどころを紹介させていただきました
　長屋 麻衣子 雑誌委員
■今週の会報の再送信を行い、お騒がせいたしました
　紅林 友昭 会長　青木 良浩 幹事
■以前卓話をして頂いた、女子レスリングの須﨑優衣選手
が銅メダルを獲得しました
　三浦 裕司 会員
■豊橋南高校出身の小川君、吉津君がオリンピックの陸上
競技に出場しました。応援よろしくお願いします
　鈴木 良昌　池田 至　神野 吾郎　山本 光伸　井川 和英
　兼子 直久　青木 良浩　瀧﨑 裕司　中村 典司　野寄 誠三
　中田 昌宏　豊田 正博　竹内 裕二　各会員
■８月１日長屋病院に新病棟がオープンしました。地域の
皆様のお役に立てるようにスタッフ一同頑張ります
　長屋 麻衣子 会員
■先週のニコニコで１件お伝えする機会を逃してしまいま
した。以後は委員会一同しっかりと準備をいたします
　松岡 真由美 ニコニコ委員長
■本日初めてニコニコ発表しました
　河村 修 ニコニコ委員　   　　　　　　　　　  （順不同)

事務局：豊橋市花田町石塚42-1  豊橋商工会議所内

河村 修 ニコニコ委員ニコニコBOX

写真・音声の視聴はこちらから▶
例会終了後に４階グリーンルームにて理事会を開催します。 

幹事報告 青木 良浩 幹事

先週８月２日名古屋東急ホテルに於いて地区財団セミナーが
開催され、福井敬ロ―タリー財団委員長と私会長紅林の２名
で出席をしてまいりました。

会長報告

伊藤 晴康 会員（８月９日生）　　山口 耕平 会員（８月24日生）

お誕生日おめでとうございます

長濱 貴彦 出席委員長出席報告
当日出席者 77名
総会員数 106名

計算会員数　96名中15名欠席
出席率  81.91%

８月22日（木）ガバナー公式訪問（豊橋北ＲＣと合同）

例会予定

次回のプログラム

●８月29日（木）インターアクトアワー
●９月５日（木）ロータリーの友月間にちなんで
●９月12日（木）社会奉仕について

ソングリーダー 福井 敬 会員歌
「夏の思い出」

本日のゲスト
米山奨学生　　　ブレンテグシ エンフバヤスガラン さん
中部経済新聞社　立松 鉄洋 様
東愛知新聞社　　田中 博子 様
東海日日新聞社　大林 恭子 様　

　これまで豊橋ＲＣの活動の歴史を語る際、クラブ創立
から10年ごとに名称が付けられています。創立から10
年までの「黎明期」、チャーターナイトを開催するにあ
たり、その後受け継がれていくこととなる「手作り」の
伝統が出来ました。20年までの「開花期」には、豊橋
ＲＣ初となる神野太郎ガバナーが誕生しました。30年
までの「躍動期」、クラブ初の地区大会のホストと、森
泰樹ガバナーが誕生しました。40年までの「飛翔
期」、２度目の地区大会のホスト、高沢隆ガバナーが誕
生しました。50年までの「充実期」、石川和昌ガバ
ナーが誕生しました。60年までの「奉謝期」、創立初
の女性会長となる石川百代会長が誕生し、３度目の地区
大会のホストを務めました。70年までの「英明期」
は、村井總一郎ガバナーが誕生。またコロナ禍で例会が
開催できなくなっても皆で英知を集め、地区内でいち早
くハイブリッド例会を開催しました。
　次の71年から80年までの10年にはどんな名称がつけ
られるのでしょうか。今年と来年に渡り展開される創立
75周年記念事業は、豊橋ＲＣの第３四半世紀という大
きな節目を締めくくる事業となります。この記念事業が
成功裏に終えた時、クラブの次なる四半世紀、すなわち
76年目から100年目までの第４四半世紀の豊橋ＲＣのあ
るべき姿、更に第二世紀を迎えた時の豊橋ＲＣのあるべ
き姿が少しずつ見えてくるのではないでしょうか。

紅林 友昭 会長会長挨拶

　いよいよ創立75周年記念事業、記念式典が実施され
ます。今まで具体的な内容について明かされていません
でしたが、本日皆さま方に発表していただきます。

　横組７頁からは特集として「新しいク
ラブ新しいスタイル」と題して、新しい
スタイルのクラブ結成や、会員増強に
至った事例が紹介されています。例え

ば、シニア会員や家族会員、Web会員等の多様な会員
種別を設ける例が紹介されています。それぞれに合わせ
て年会費や例会参加頻度を設定しているようで、知恵を
絞って会員増強に力を注いでいることが良く分かりまし
た。そして、基本的にはクラブ全員が会員増強の意識を
持って活動することが大切ということも理解しました。
　縦組４頁からはグラフィックデザイナーの佐藤卓さん
の講演が掲載されています。佐藤さんはデザインを通じ
て、人と人、物と事、人と物を環境の違いを気遣いつ
つ、適切に繋ぐことが大切だと言われています。

長屋 麻衣子 雑誌委員「ロータリーの友」読みどころ紹介
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